
土砂災害に対する避難支援

近年、気候変動等による台風の大型化・頻発化や集中豪雨の多発により、土砂災害発
生のリスクが高まっています。

平成25年伊豆大島土砂災害（死者・行方不明者数39名）、
平成26年広島土砂災害（死者74名）、H28熊本地震（土砂災害による死者15名）等

平成25年伊豆大島土砂災害（Google災害マップ） 平成26年広島土砂災害（国土地理院HP）

住民の生命を保護するため、住民一人ひとりが避難行動をとる判断ができる知識と情報を提供することが市町村長の責務であり、住民は、こ
れら情報を参考に自らの判断で避難行動をとる必要があります。

土砂災害に対するソフト対策として、「基礎自治体の住民に対する避難オペレーション」に
着目、「防災行政の支援」を行います。

・任意地点の過去24時間1時間毎の積算降水量（解析値）と1時間毎6時間先までの降水量予測値をグラフ表示し、情報を見える化。

気象を専門としなくとも、客観的に避難判断を検討することが可能です。

地図上の任意の地点を
クリックすることで、ピンポイントの
「土砂災害警戒判定情報」、
「積算降水量」をグラフ表示。

レイヤを選択することで、マップに気象情報を
重畳することが可能。

お問い合わせ

東京都渋谷区本町3-12-1 住友不動産西新宿ビル6号館

TEL 03-6311-6641 FAX 03-6311-6642

本社 東京都渋谷区本町3-12-1 住友不動産西新宿ビル6号館

TEL 03-6311-7551 FAX 03-6311-8011



既存の防災計画等を活用し、これらの理解を深めるとともに、実災害時の行動の役割分

担を確認し、対応が円滑かつ迅速に行えるよう、訓練を実施することが大切。

過去災害（広島土砂災害等）と同様の降雨をシステムに反映させ、机上訓練、
実動訓練を実施します。

既存のハザードマップや避難計画を活用

土砂災害に関するソフト防災のPDCAサイクルを確立により、
地域防災力が日々向上します。
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個別に実施されていた土砂災害のソフト防災の内容を体系化することで、偏りなく実施す

るとともに、訓練を実施し各内容をブラッシュアップ。


